
























































































区分 番号 図 面 名 年 代 ･(西暦) 所 蔵 備 考
上屋敷 A-1 所司代屋敷絵図 元禄13年 1700 中井家
A-2 所司代御屋敷漆地絵図: 元禄16年 1703 京都府立給合資料館
A-3 所司代御屋敷廻町や引崖絵図 元禄16年 1703 京都府立給合資料館
A-4 御所司代上屋敷表座敷之図 正徳4年 1714 中井家
A-5 御評定所図 享保4年 1719 中井家
A-6 所司代上知屋敷絵図 - - 京都府立稔合資料館
A-7 所司代上御屋敷絵図 - - 京都府立給合資料簡
A-8 京都所司代上屋舗絵図 - - 京都大学図書館 F京都の歴史Jの原図
A-9 所司代犀敷図 - ー 京都大学由書館
A-10 所司代上屋敷出来形絵図 寛`政年間 京都府立総合資料館
A-ll 所司代上御屋敷絵図 寛政11年 1799 京都府立給合資料館 天明8年(1788)大火で焼失後
A-12 所司代上御屋敷絵図 - - 京都府立給合資料館
A-13 所司代上屋敷内西高瀬新規川筋絵図 文政7年 1824 京都府立稔合資料館
中屋敷 B-1 所司代堀川屋敷絵図 享保6年 1721 京都府立癒合資画館
B-2 所司代堀川中屋敷絵画 安永6年 1.777 京都府立稔合資料館
3 焼失前所司代堀川中屋敷絵図 - - 稔 料 天明8年(1788)大火で焼失前
B-4 所司代堀川屋敷絵図 - - 京都府立稔合資料館 天明8年-.(1788)大火で焼失後
下屋敷 C-1 所司代御下屋敷境町持家之地尻見分 元禄4年 1691 京都貯立稔合資料館_
C-2 京都所司代千本屋敷絵図 享保6年 1721 京都大学図書館
C-4 所司代千本屋敷絵図 - - 京都大学図書館
C-5 千本屋敷絵図 - - 京都府立稔合資料館
C-6 所司代千本屋敷絵図 - - 京都府立稔合資勅館
C-7 所司代千本御屋敷内エ取建候諸役人上京之節旅館絵図 - - 京都府立総合資料館
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図-3 元禄16年 所司代御屋敷廻町や引屋絵図 (A-3)
(3)





































































































図-5 寛政11年 所司代上屋敷絵図 (A-ll)
(5)
























? ? ? ??? ?
J何レ･*ぎー書J-●脚■Jq
,.イ如hL一も .A′l事壬､■▲～+
ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 〜 ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ?
































































- ロー 上仕…珊 ■
lL:ゴ 一■ --I--I--J;- 1せLf耕小Ik 内岬t所 I :- 祐+カ所 r l
V/ H-薪 lHエ-





士所L L lJlJ土rq ‡ー■之Ⅶ 広何 ■

























































- 24- 居 住 環 境 学 科
廻りに11番までで､4番と5番は棟続き､8番は欠番であ
る)｡
番号 敷地坪数 建坪数 備考
1番小屋 513坪 本屋 113.5坪
長屋 50 坪
土蔵 6 坪
2番/)､屋 270坪 本屋 64.2坪
蔵? 4.5坪
3番小屋 152坪 本屋 52.5坪
4.5番小屋 127.5坪 本屋 62.5坪 一緒に記載
6番小屋 140.5坪 本屋 65 坪
蔵 3坪
7番ノJ､屋 183.7坪 本屋 42.2坪
附属屋 34.7坪
9番小屋 - - 記載なし
附属屋 3 坪
10番小屋 102坪 本屋 49.5坪
11番小屋 172坪 本屋 59.5坪 .
附属屋 6 坪
12番長屋 - 長屋 28 坪
13番長屋 - 長屋 46 坪
14番長屋 - 長屋 92.5坪

































■ト ト ケ pr･｣的 書 > 轟尊慮)臥
島部 詣 輔 ?.B与
図-9 天明･8年大火以後の中屋敷 (B-4)
大上他 :中井家絵図より見た京都所司代 - 25-
徽雷 付員建物等 内 水 儀キ
番号 轟塵門 集塵 Jt 物鷹 井戸 便所 式台 主脚の向 濃敵 氏のある飾虚 細虚数
氏 棚 広さ 床材 天井 lO帖以上9.5-8帖 7.5-6帖 5.5-4帖 3.5帖以下 合計
1番小量 ○ 0 × 土蔵 00 0育 0 ○ X 7 4 A 5 4 9 26
2番小量 × X × × 000杏 00 × 8 2 4 3 t lO
3義小農 × × × × 00 × 責 0X X 2 3 2 ー 8
4番小農 × × × × × ○○責 × × X 2 1 1 3 7
5番小農 × × × × X 00貫 0 × X 2 1 2 2 7
7番小農 × × メ × ○ ○ 0需 0 ○ 0 8 2 3 3 4 12
9番小量 × ○ × × 00○ 北 0 0 メ 8 2 4 1 1 8
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数字は宅地の番号 ( )内の数字は推定 した宅地の番号















































































- 28- 居 住 環 境 学 科
徽雷 付Jt建物専 内一 群 規檀 儀 考番号 名前 轟慶門 轟塵 t 井戸 便 所 式台 玄朋の向 濃敵 氏のある*塵 柵屋敷
氏 欄 広さ 床材 天井 10帖以上 9.5一}8帖 7.5-8帖 5.5-4帖 3.5帖以下 合王十
(り 一色義義 × × × 000 × 甫 0 0 × ll 轟振 I ー 4 1 2 重 9 小
(2) 機尾分之重岡半之丞 × × × × 00 × 蕎 00 ○ 4.5 轟撮 3 2 3 1 9 小
(3) 山田義 毛帯( × × × 0000儀 × ○ X 8 緩 権天井 2 3 5 5 15 中
(4) 浅井平太夫 × × × × 00 × 青 00 × 7 量機雷 2 3 2 '3 !10 小
(5) 衣富市飾 左衛門 × × × 000 × 蕎 0× × 1 t 2 2 6 小
(○) 左JZ)十 左衛門 × × × × 00 × 北 ○0 × 6 スノコ ヨシ 1 4 2 2 9 小
(7) 漕井政右衛( × × X × 000北 0 0 X 7.5 竹 無し 2 2 2 6 中
(8) 佃八郎 大夫 × ○○× ○○ × 北 0009 横天井 2 2 4 2 1 ll 大
(9) 山積蕎太夫 × × ○ × 0 0 × 北 )く 0 × 8 棲 振天井 4 I 3 8 小
(10) iI 轟慶
ll 大井三郎右衛門 × × 0× 00 X 青 X ●○ × 12 慶棉嘉 1 2 t t tt … 6 小 小親機
12 樽侵薪又左簡( X 0 × X 0 0 × 需 × 0 × 8 振 3 2 4 9 大 他に2戸あり
13 I 多沢角 立衛門 × X × 00 0 × 爾 × 008 6 1 I 4 12 小
14 平手 正義 × × ○ × 0 0 × 需 X 0 汁 6 積天井 3 4 1 】 8 小
15 佐治八右衛門 × × 00000北 00 × 6 2 3 3 2 0ー 中
18 二木 × × X × 00 × 北 × 006 撮 轟撮 3 3 2 2 tO 小
17 内儀 暮七 × × × × 00 × 北 0○08 棲 貼天井 3 3 t 3 HI 小 貼天井 多い
18 能勢 木立 × × 0× 000北 00 × 8 棲 頼天井 2 4 6 早
19 野田嘉兵衛 × × × × 00 × 北 0メ × 1 t 2 1 3 8 小
21 雫雷 如 × X × × 00 × 需 X 008 虚根暮 I I 2 t 蔓 5 小
22 門田三郎衛門 × × × X 00 × 需 ○0 × 7.5 拒 轟栃 3 2 4 ー 9 小
23一5 明 青く轟量)零 X X × × 0 X0 × 杏北 X ×0 × 8 スカキ 天井有り 1I 21 2 I2 2 主 …妻8 中小 2軒憂慮庁の書るPJL2iJt ニ濃膿別 柵付雷枕.氏 2
(26) 轟井十*左雷門 0 0 00000北 0 0 × 8 梅 轟棲 2 2 2 2 喜 8 大
(27) 高額 □兵衛 0 × × × 000北 0 0 × 8 樵 轟撮 2 2 2 4 ll 大
(28) 松井 左息女 × × X × 00 × 北 × 0 × 6 スカキ 慮橿義 4 2 】 8 小
(31) 門*博次郎 × × × × 0 0 I 甫 00 × 8 ス力キカ 轟棟Jt檀嚢 1 2I i妻 5 小2 明 象 ○ × 爾 0 4 2 1 633 白濃暮 左衛門 × メ 爾 × × 1 ! 5 小一 山,1兼安 青 2 I
(35) 中村佳尺 × × × × 00 × 甫 0 0 × 8 頼 轟板 1 2 2 i2 ! 7 小
(38) 鈴木六 飾右僧門 × × × 0000蕎 ○0 × 8 畿数量無し輯棲梅 天 井板□口 3 2I5 It2 7 中
37 明 零 汁 × X × 0 0 × 北 メ X × I I1 1 2 小(8)941 禰壇林右衛門(轟慮)鼻平 □□ X× 0×00○○ 育 ×0 ×0 X 1 2 量≡芝 i ll 犬
(42) 欄 田地弥三右衛( × 0○× 000真 0 0 × 7 平織 2 I 1 3 l ー lt 大
(一4) 中根次郎右衛( 0 000○ ○ 0貫 × 0 × 7 2 3 1 3 3 ! 12 大
(45) 田 沸轟 主情( 0 ○X 000 X 責 0 ○ X 0ー 2 2 4 I l ` 13 大
(48) (t己義なし) × 0× × 00. 0 杏 00 × 12.5 平織 3 3 4 4 5 … 9ー 大
47 久松 圭鼻 0 0 0 土義 杏 0 0 梅天井 3 tl 5 1 25 大
(48) 掛山銅右衛( 0 00× 0 00杏 × 0 × 8 頼棲緩 振天井 1 3 3 4 4 . 15 大
49 村上松岡 010× × 000杏 0008 最柘植天井頼 I 4 2 32 5 ! 15 大501(2) 岡林九飾兵衛(作事 小量)山田忠右簡( × X 00 粛北 ○ × 32 I] I3 . :03 … 1 中3一56 本 遍左衛門(轟J)貴慮増勘太夫 X O X × {責 ○ 712 3 - 2 ー 8iI( ll 小犬
(8t) 山村遍八 0 00× 00 × 杏 00 0 日 頼天井 4 t 5 2 2 ≡ l一 大
62 安 田与助 0 (⊃× × 000杏 00 × 10 緩天井 3 2 2 5 1 3ー 大
83 戸集十飾古館( 0 ○000 00杏 00 × 9 平織 2 3 8 2 …13 大
64 古形文 簡 × ○ 西 0 7 □ロ天井 I 2 2 i一 一2
85 天野 左左衛門 × 0× × 0 00育 0○089 棲 栃天井曇撮平織 0 2 3 1 S i s 大
886797ー 加 儀大入(鮒前 小農)(I己畿なし)(()持田穐兵衛 X0 Xメ0X× ×X 00〇 ×0 杏爾 0× X0 × 2lt 25 I3 32 I4 圭15io3 !¢夏0lF 4 小中大
(72) 永井孫平 .文次郎 メ × 0 ○ × 杏 12 繊 ー 3 2 25 2 ! 9I




仕上は大型住宅同様 ｢板｣が多いが ｢竹｣ と記載されて
いるものもある｡











































































｢猪熊通新 シ町通馬腸 下IV所町絵図 (以下略)｣も所
司代絵図に分類されているが､直接関係するもので
- 30- 居 住.環｡境 学 科
はなく今回の考察には含めていない｡




















































































(16) r史料京都の歴史7上京区｣ (P366-368 平凡社
1972.4.20)
〔中井家文書〕元禄四年四月
松平因幡守様御下屋敷境､私共持家之地尻､只今迄
は竹垣二而御座候処､今度塀被為仰付之旨､難有奉
存候｡私共之地尻不分明二付､面々持家之裏行間数
書付差上候処､宮本勘兵衛殿､羽太半右衛門殿､佐
竹小石衛門殿､山口半平殿､津田恵左衛門殿､萩原
武左衛門殿､内村木工兵衛殿､山田名左衛門殿､石
崎書右衛門殿､深谷平左衛門殿並びに棟梁乾冶兵衛､
各御立会､御吟味被成候処､町家地之暴行間数之書
付､相違共御座候故､日暮通両は井筒屋茂右衛門持
大上他 :中井家絵図より見た京都所司代
家之裏行拾五間弐尺六寸之並二､丹波屋庄左衛門屋l
敷迄北へ見通し､下立売通二而は､松葉屋平吉持家
之裏行拾五問三尺壱寸之並､同心屋敷迄西へ見通シ､
間数之御定杭為御打被成候段､乍慮外御尤威儀､町
中より申分少も無御座候と向後､塀被為仰付候上は､
塀際二小屋掛ケ､庇等は不及申､或は樹木を植､戎
- 31-
水門を堀､塀之障二罷成快事､堅仕間舗候｡困口､
此度御見分被成､御町中絵図之真二連判仕､指上ケ
申候｡為後日之仰如件.
元禄四年末四月
(以下人名は省略)
(17)(16)に同じ
日暮通商伊勢屋町
Summary
AstudyonarchitecturesofKyoto-Syoshidai(Kamiyashiki,Nakayashik亨and
Shimoyashiki)accordingtothediagramsownedbytheNakais.
Kyoto-Syoshidaiwastheimportantofice.secondtoRohjuinEdo-period.TheresidencesofSyoshidaiwere
composedofKamiyashiki,Nakayashiki,andShimoyashiki.Thisstudyisontheirplansandtheprocessofchange,
accordingto26SheetsofdiagramsownedbytheNakais.
AboutKamiyashiki,therearetwotypesofdiagrams.Oneisextensionofthebuildingsiteandtheotherisplanof
thepalace.OwingtotheextensionofKamiyashiki,machiyahousesweremovedawayandnewplacewasfわrmed.
Thepalacewaszoned.thatspacefortheentrance,themaindrawingroom,theseconddrawingroom.the
attendance,thelivingroom,accountandkitchen,andback.
InNakayashiki,beforetheTenmeibigfire.thereweretenhutsandtwotenementhouses.Soafterthat,itwas
reconstructed.therewerefourhutsandtwotenementhouses.
InShimoyashikitherewere70hutsinKyohoperiod.Therewerethreetypesofhuts.Oneisthelargehutithas
tenementhouses.anotherismiddlehutithasashikidai.andtheotherissinalhut.Particularly.largehutswere
locatedonthefringesofGoyoyashiki.Later,thebuildingsiteofShimoyasikiwasnarrowedthird,andtheinstitutions
offirefightingwereconstructed.
(15)
